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1. 目　的

臨床で広く使用されている組織接着剤は，組織接着性と
生体親和性の両立に課題がある。我々はこれまでスケトウ
ダラ由来ゼラチン（ApGltn）に直鎖アルキル基を導入し，ポ
リエチレングリコール系架橋剤（4S-PEG）で架橋すること
によりゲル化する2液性の組織接着剤を開発しており，疎
水性相互作用による組織・接着剤界面強度の向上作用を明
らかにしている 1）。しかし，導入するアルキル基が分岐を
有する場合についての知見は得られていないため，本研究
では炭素数8の直鎖と2種類の分岐を導入したアルキル基
導入タラゼラチン〔stC8/br（as）C8/br（sy）C8-ApGltn〕に
ついて，その接着性および生体親和性を評価することを目
的とした。

2. 方　法

各C8-ApGltnはApGltn中の第1級アミンとアルデヒドの
シッフ塩基反応後，還元的アミノ化により合成し，トリニ
トロベンゼンスルホン酸ナトリウム（TNBS）法，フーリエ
変換赤外分光光度計（FT-IR），1H-NMRにより各アルキル
基の導入を確認した。4S-PEGと混合して作製したゲルに
ついて，引張強度，膨潤度等の評価，ASTM規格（F2393-04）
に従って耐圧強度試験を行った。また，マウス線維芽細胞
（L929）を用いた細胞毒性試験，ラット背部皮下埋入試験に
より生体親和性を評価した。

3. 結　果
　
低・中・高導入率のstC8/br（as）C8，低導入率のbr（sy）

C8を合成して，目的のアルキル基の導入を確認した。高導
入率領域においてアルキル基分岐鎖の導入によるゼラチン
溶液粘度の低下が見られ，ゲル化速度はゼラチン溶液粘度
と正の相関があった。また，耐圧強度試験ではbr（as）C8/

br（st）C8が，stC8を有意に上回る耐圧強度を示し，特にbr

（as）C8では全てバルク破壊となったため，br（as）C8の界
面強度の向上が示唆された。さらに，細胞毒性がないこと
および生体内分解性を確認し，生体親和性についても明ら
かにした。

4. まとめ・独創性

本研究では，ApGltnに分岐アルキル基を導入することに
より耐圧強度が上昇すること，優れた生体親和性を示すこ
とを明らかにした。これまで直鎖アルキル基 1）やカテコー
ル基 2）を導入した例については検討されてきたが，今回ア
ルキル基の分子構造に着目した点に本研究の独創性があ
る。
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